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一
九
世
紀
後
半
に
原
因
と
な
る
細
菌
が
特
定
さ
れ
た
感
染
症
に
「
ハ
ン
セ
ン
病
」

が
あ
る
。
古
く
は
「
ら
い
病
」
と
恐
れ
ら
れ
、
古
来
よ
り
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
患
者

に
対
す
る
差
別
や
迫
害
の
歴
史
を
も
つ
こ
の
病
気）

4
（

は
、（
も
は
や
「
天
罰
」
な
ど
と

い
っ
た
漠
た
る
も
の
に
原
因
を
帰
す
の
で
は
な
く
）
近
代
科
学
の
名
の
も
と
「
正
し

く
恐
れ
る
」
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

し
か
し
実
際
は
、一
九
四
〇
年
代
に
特
効
薬
（
プ
ロ
ミ
ン
）
が
開
発
さ
れ
る
ま
で
、

人
類
は
患
者
を
隔
離
す
る
こ
と
で
し
か
、
こ
の
病
に
対
処
す
る
方
策
を
知
ら
な
か
っ

た
。
そ
れ
ま
で
神
仏
に
よ
る
「
劫
罰
」
と
も
「
天
恵
」
と
も
解
釈
さ
れ
て
き
た
こ
の

病
は
、
近
代
細
菌
学
に
よ
っ
て
絶
対
的
「
異
常
」
の
烙
印
を
押
さ
れ
た
。
患
者
は
近

代
以
前
と
同
様
、
自
ら
住
む
共
同
体
か
ら
隔
離
さ
れ
た
が
、
今
度
は
そ
う
し
た
措
置

が
「
科
学
的
に
正
し
い
こ
と
」
と
し
て
人
々
に
承
認
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
一
ヶ
所
に

収
容
さ
れ
る
患
者
は
新
た
な
差
別
と
偏
見
に
苦
し
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る）

5
（

。

こ
う
し
た
差
別
や
偏
見
が
、
特
効
薬
が
開
発
さ
れ
た
後
も
な
お
、
一
般
市
民
は

言
う
に
及
ば
ず
、
医
療
従
事
者
の
眼
を
も
曇
ら
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
我
が
国
の

ハ
ン
セ
ン
病
対
策
の
歴
史）

6
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を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

一
八
八
四
年
に
始
ま
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
敗
北
で
終
了
し
た
ド
イ
ツ

の
植
民
地
統
治
に
お
い
て
も
、
対
策
の
中
心
は
や
は
り
患
者
の
隔
離
で
あ
っ
た
。
植

民
地
統
治
機
構
が
脆
弱
な
中
で
、
対
策
は
徹
底
さ
を
欠
く
が
、
そ
こ
で
「
な
さ
れ
た

こ
と
」
あ
る
い
は
「
な
さ
れ
よ
う
と
し
た
こ
と
」「
思
考
さ
れ
た
こ
と
」
を
検
証
す

る
こ
と
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
自
体
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
の
病
気
が
広
く
植

民
地
主
義
や
帝
国
主
義
一
般
の
文
脈
で
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
に
つ
い
て
も
、

有
益
な
示
唆
を
与
え
る
に
違
い
な
い）

7
（

。

　
　
　
　

１　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
、
ド
イ
ツ
領
ア
フ
リ
カ
植
民
地
で
と

ら
れ
た
感
染
症
対
策
、
と
り
わ
け
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
収
容
と
隔
離
の
歴
史
を
概
観

し
な
が
ら
、植
民
地
社
会
に
お
け
る「
生
体
管
理
」の
あ
り
方
を
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

一
九
世
紀
後
半
、
顕
微
鏡
の
改
良
に
伴
い
、
研
究
分
野
と
し
て
急
速
な
発
展
と
制

度
化
を
遂
げ
た
細
菌
学
は
、
感
染
症
の
原
因
を
微
小
生
物
に
還
元
す
る
こ
と
で
、
感

染
や
発
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
「
可
視
化
」
に
成
功
し
た）

1
（

。
す
る
と
医
学
に
は
、
そ
の

プ
ロ
セ
ス
を
何
ら
か
の
形
で
遮
断
し
、
感
染
症
の
拡
大
を
未
然
に
防
ぐ
予
防
策
を
講

じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
感
染
者
の
体
内
か
ら
原
因
微
生
物
を
薬
剤

で
除
去
す
る
に
せ
よ
、健
康
体
に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
抗
体
の
生
成
を
促
す
に
せ
よ
、

あ
る
い
は
病
原
微
生
物
の
中
間
宿
主
（
マ
ラ
リ
ア
に
お
け
る
ア
ノ
フ
ェ
レ
ス
蚊
や
ト

リ
パ
ノ
ソ
ー
マ
病
に
お
け
る
ツ
ェ
ツ
ェ
バ
エ）

2
（

な
ど
）
を
駆
除
す
る
に
せ
よ
、
目
指
す

は
そ
れ
以
上
感
染
者
を
増
や
さ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
近
代
医
学
は
こ
う
し
た
こ
と
に
い
つ
も
成
功
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
何

か
し
ら
の
理
由
で
病
因
微
生
物
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
失
敗
し
た
場
合
、行
政
や
警
察
、

と
き
に
は
軍
隊
も
動
員
し
患
者
を
収
容
、
隔
離
に
あ
た
る
だ
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
で
も

感
染
症
の
封
じ
込
め
が
で
き
な
い
と
き
は
、
感
染
者
と
非
感
染
者
の
区
別
な
く
人
々

の
移
動
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
と
き
医
学
的
な
知
見
は
、
政
治
権
力

と
結
び
つ
く
こ
と
で
、
強
制
力
を
持
っ
た
「（
検
疫
）
政
策
」
と
な
っ
て
立
ち
現
れ

る）
3
（

。

　

感
染
症
と
「
生
体
管
理
」

　
　
　

―
ド
イ
ツ
植
民
地
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
対
策

―
磯
部
裕
幸
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こ
の
知
ら
せ
に
ド
イ
ツ
医
学
界
に
動
揺
が
走
る
。す
ぐ
さ
ま
学
界
の
重
鎮
ル
ド
ル
フ
・

ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ー
や
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
ら
が
呼
び
か
け
る
形
で
、「
第
一
回
国
際

ら
い
（
ハ
ン
セ
ン
病
）
会
議
」
が
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
た
（
一
八
九
七
年）
10
（

）。

こ
の
会
議
で
は
、
欧
米
は
も
と
よ
り
日
本
か
ら
も
代
表
者
が
出
席
し
、
ノ
ル
ウ

ェ
ー
で
の
実
践
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。
出
席
者
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
病
気
が
伝
染
病

で
あ
る
と
す
る
見
方
を
支
持
し
、
患
者
の
隔
離
が
感
染
を
防
ぐ
「
最
良
の
方
法
」
で

あ
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た）
11
（

。

当
時
、
ア
フ
リ
カ
や
南
洋
（
太
平
洋
）
諸
島
に
植
民
地
を
有
し
て
い
た
ド
イ
ツ

帝
国
は
、
こ
の
決
議
を
受
け
る
形
で
、
植
民
地
で
の
ハ
ン
セ
ン
病
対
策
を
本
格
化
さ

せ
る
。
メ
ー
メ
ル
で
も
、
収
容
所
へ
の
患
者
の
移
送
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た）
12
（

。
ド

イ
ツ
国
内
、
植
民
地
を
問
わ
ず
、
対
策
の
目
指
す
方
向
は
一
致
し
て
い
た
。
す
な
わ

ち
「
細
菌
学
の
祖
」
で
、
メ
ー
メ
ル
で
の
疫
学
的
調
査
を
指
揮
し
た
コ
ッ
ホ
が
主
張

す
る
よ
う
に
、
こ
の
病
気
が
「
不
治
の
病
」
で
あ
る
以
上
、
患
者
の
完
全
な
隔
離
こ

そ
が
唯
一
の
解
決
策
だ
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
る）
13
（

。

で
は
ド
イ
ツ
の
ア
フ
リ
カ
植
民
地
に
お
い
て
、
コ
ッ
ホ
の
打
ち
立
て
た
方
針
は

ど
れ
ほ
ど
実
現
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
当
時
の
「
植
民
地
状
況
」
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

次
節
以
下
で
検
証
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　
　

３　

ド
イ
ツ
領
東
ア
フ
リ
カ
植
民
地
の
状
況

　

ド
イ
ツ
植
民
地
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
対
策
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
当
地

の
保
健
衛
生
当
局
が
こ
の
疾
病
へ
の
対
処
を
、
決
し
て
「
喫
緊
の
課
題
」
と
は
見
な

さ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
患
者
の
容
体
を
急
激
に
悪
化
さ
せ
、
死
に
至
ら

し
め
る
「
熱
帯
病
」（
天
然
痘
・
眠
り
病
・
マ
ラ
リ
ア
・
赤
痢
な
ど
）
に
比
べ
、
病

状
の
進
行
が
緩
慢
な
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
し
、
当
初
植
民
地
行
政
府
は
何
も
行
な
わ
な

　
　
　
　

２　

ハ
ン
セ
ン
病
と
は
何
か

　

ハ
ン
セ
ン
病
と
は
、
抗
酸
菌
の
一
種
で
あ
る
「
ら
い
菌
」
が
皮
疹
や
皮
膚
末
梢
神

経
の
障
害
を
引
き
起
こ
す
感
染
症
で
あ
る
。
初
期
に
は
感
染
部
位
に
白
斑
や
赤
斑
が

見
ら
れ
、症
状
が
進
行
す
る
と
皮
膚
の
顕
著
な
損
傷
や
身
体
の
変
形
な
ど
が
起
き
る
。

た
だ
し
菌
自
体
に
毒
性
は
な
く
、
皮
膚
の
損
傷
は
主
に
他
の
化
膿
細
菌
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
「
ら
い
菌
」
の
感
染
力
は
非
常
に
微
弱
で
、
増
殖
ス
ピ
ー
ド
も
極

め
て
遅
い
。
し
か
し
上
に
挙
げ
た
「
目
に
見
え
る
」
症
状
に
よ
っ
て
、
古
代
以
来
患

者
に
対
し
て
は
憐
憫
と
差
別
意
識
の
入
り
混
じ
っ
た
視
線
が
注
が
れ
て
き
た）

8
（

。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
十
字
軍
遠
征
の
混
乱
も
あ
り
、
一
三
世
紀
以
来
こ
の
病
気
の
大

流
行
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
北
欧
地
域
を
除
き
、
一
六
〜
一
七
世
紀
に
入
る
と
患
者

が
激
減
、
消
滅
し
た
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
一
方
、
北
欧
諸
国
で
は

近
代
に
入
っ
て
も
症
例
報
告
が
続
い
て
お
り
、
そ
の
原
因
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

憶
測
が
飛
び
交
っ
た
。
あ
る
者
は
こ
の
病
気
を
「
ミ
ア
ス
マ
（
瘴
気
）」
に
よ
る
も

の
だ
と
し
、
ま
た
別
の
者
は
遺
伝
が
関
係
し
て
い
る
と
主
張
し
た
。

そ
の
よ
う
な
折
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
医
師
ア
ル
マ
ウ
エ
ル
・
ハ
ン
セ
ン
は
、
患
者

の
皮
膚
か
ら
「
ら
い
菌
」
を
発
見
、
こ
の
病
気
が
感
染
症
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め

る
。
二
年
後
の
一
八
七
五
年
、
彼
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
政
府
か
ら
対
策
責
任
者
に
任
命
さ

れ
、
国
内
患
者
の
隔
離
政
策
を
指
揮
し
た
。
そ
の
結
果
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
、
そ
れ
ま

で
常
に
三
千
人
近
い
患
者
を
抱
え
て
い
た
の
が
、
そ
の
数
は
一
八
八
六
年
ま
で
に
千

人
以
下
に
減
少
す
る
。
こ
の
病
気
の
感
染
性
は
明
確
と
な
り
、
患
者
隔
離
の
有
用
性

が
医
学
界
の
常
識
と
な
っ
た）

9
（

。

上
述
の
通
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
中
西
欧
に
お
い
て
長
ら
く
消
滅
し
た
も
の
と
思

わ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
世
紀
末
、
ド
イ
ツ
帝
国
領
内
、
プ
ロ
イ
セ
ン
東
部
の

メ
ー
メ
ル
（
現
リ
ト
ア
ニ
ア
領
ク
ラ
イ
ペ
ダ
）
で
約
三
〇
名
の
患
者
が
発
見
さ
れ
た
。
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か
っ
た
。
植
民
地
医
療
に
対
す
る
予
算
や
人
員
が
極
め
て
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
至
極
当
然
な
対
応
だ
っ
た
。

　

状
況
に
変
化
が
生
じ
た
の
が
、
上
述
し
た
「
第
一
回
国
際
ら
い
会
議
」
の
開
催
だ

っ
た
。
会
議
の
前
後
か
ら
ハ
ン
セ
ン
病
が
伝
染
性
の
疾
患
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
、
現
地
に
駐
留
す
る
軍
人
や
ド
イ
ツ
人
移
民
に
患
者
が
出
る
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
る
と
、
行
政
府
も
よ
う
や
く
重
い
腰
を
あ
げ
た）
14
（

。

　

ド
イ
ツ
領
東
ア
フ
リ
カ
植
民
地
（
ほ
ぼ
今
日
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
相
当
）
に
お
い
て
、

ハ
ン
セ
ン
病
の
感
染
が
懸
念
さ
れ
た
の
が
、
イ
ン
ド
洋
沿
岸
地
域
や
ニ
ヤ
サ
（
マ
ラ

ウ
イ
）
湖
周
辺
で
あ
る
。
一
八
八
五
年
の
植
民
地
統
治
開
始
以
来
、
ド
イ
ツ
の
実
効

支
配
が
進
む
に
つ
れ
、
罹
患
状
況
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

東
ア
フ
リ
カ
総
督
府
は
一
八
九
七
年
、
ザ
ン
ジ
バ
ル
島
の
対
岸
に
位
置
す
る
バ
ガ

モ
ヨ
（B

agam
oyo

）、
翌
年
に
沿
岸
南
部
の
キ
ル
ワ
（K

ilw
a

）、
そ
し
て
一
九
〇
一

年
に
は
同
じ
く
沿
岸
南
部
の
リ
ン
デ
ィ
（Lindi

）、
に
「
収
容
所
（Lager

）」
を
設

置
し
た
。

こ
の
う
ち
、
バ
ガ
モ
ヨ
で
は
す
で
に
一
八
八
〇
年
代
末
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教

団
が
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
た
め
の
収
容
施
設
を
設
置
し
て
い
た
が
、
植
民
地
行
政
府

は
こ
れ
を
閉
鎖
さ
せ
、
公
的
機
関
が
指
導
的
役
割
を
果
た
す
と
い
う
姿
勢
を
鮮
明
に

し
た
。
キ
ル
ワ
と
リ
ン
デ
ィ
で
は
、
い
ず
れ
も
近
く
を
流
れ
る
川
の
河
口
に
あ
る
離

島
（
中
州
）
に
施
設
を
建
設
し
、
容
易
に
患
者
が
逃
げ
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い

る）
15
（

。

　

こ
れ
ら
三
ヶ
所
の
収
容
所
に
は
、
東
ア
フ
リ
カ
植
民
地
全
土
か
ら
患
者
が
移
送
さ

れ
て
き
た
。
例
え
ば
バ
ガ
モ
ヨ
収
容
所
で
は
、
当
初
一
七
人
の
患
者
が
収
容
さ
れ
た

が
、
そ
の
後
収
容
者
数
は
平
均
し
て
二
五
名
程
度
に
な
り
、
患
者
の
発
見
と
移
送
が

進
ん
だ
一
九
〇
九
年
以
降
、
百
名
近
い
現
地
住
民
が
収
容
所
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ

た）
16
（

。

　

こ
の
急
激
な
収
容
者
数
の
増
加
は
、
コ
ッ
ホ
が
提
唱
し
た
患
者
の
「
一
括
管
理
」

と
い
う
発
想
が
影
響
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
は
ど
こ
の
出
身
で
あ

る
か
を
一
切
考
慮
さ
れ
ず
、
そ
の
共
同
体
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
。
そ
し
て
「
ア
ス
カ

リ
」
と
呼
ば
れ
る
現
地
人
兵
士
の
監
視
の
下
、
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
た
。

食
料
は
植
民
地
行
政
府
か
ら
支
給
さ
れ
た
が
、
患
者
は
家
族
と
の
面
会
を
禁
止

さ
れ
た
。
ま
た
キ
ル
ワ
と
リ
ン
デ
ィ
で
は
土
地
が
や
せ
て
お
り
耕
作
も
ほ
と
ん
ど
で

き
な
い
。
収
容
所
は
有
刺
鉄
線
や
サ
ボ
テ
ン
（
バ
ガ
モ
ヨ
）、
あ
る
い
は
川
や
海
な

ど
天
然
の
障
害
物
（
キ
ル
ワ
と
リ
ン
デ
ィ
）
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
て
、
た
と
え
監
視

の
目
を
潜
り
抜
け
て
も
脱
走
は
難
し
い
。
し
か
も
ド
イ
ツ
人
医
師
は
多
忙
の
た
め
ほ

と
ん
ど
収
容
所
を
訪
れ
な
い
。
患
者
に
で
き
る
の
は
、
た
だ
症
状
の
進
行
を
黙
っ
て

耐
え
忍
ぶ
こ
と
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

収
容
患
者
が
増
加
す
る
に
つ
れ
、
患
者
の
生
活
コ
ス
ト
が
次
第
に
植
民
地
行
政
府

の
財
政
を
圧
迫
し
始
め
た
。
ま
た
「
ア
ス
カ
リ
」
に
よ
る
監
視
を
潜
り
抜
け
、
脱
走

す
る
患
者
も
増
え
て
き
た
。
ド
イ
ツ
の
植
民
地
支
配
が
内
陸
に
及
ぶ
と
、
さ
ら
な
る

感
染
者
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
た
。

　

早
く
も
一
九
〇
五
年
に
入
る
と
、
植
民
地
行
政
府
は
患
者
の
集
中
一
括
管
理
を
断

念
し
た
。
そ
の
代
わ
り
新
た
に
「
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
村
（Lepradorf

）」
を
設
置
す

る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
「
療
養
村
」
は
、
収
容
所
を
分
散
化
す
る
こ
と
で
、
一
ヶ
所

当
た
り
の
患
者
数
を
減
ら
し
、
か
つ
そ
の
患
者
に
農
耕
（
自
給
自
足
）
を
促
す
こ
と

で
、
収
容
所
コ
ス
ト
の
軽
減
を
目
指
し
て
い
た
。

軽
症
患
者
に
は
、
そ
の
た
め
の
営
農
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
患
者
の

住
居
は
、
そ
の
出
身
住
民
集
団
に
よ
っ
て
グ
ル
ー
プ
分
け
さ
れ
、
ま
さ
に
「
自
分
の

村
と
同
じ
よ
う
に
」
生
活
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
患
者
が
希
望
す

れ
ば
、
家
族
と
の
面
会
や
一
時
帰
宅
も
可
能
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
従
来
の
「
絶
対
隔
離
」
で
は
な
く
、
患
者
が
自
発
的
に
「
療
養
村
」
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ン
（N

astin

）」
の
投
与
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は
抗
酸
性
ト
レ
プ
ト
ス
ラ
イ
シ
ン

（Treptotricheen / treptothricin

）
か
ら
抽
出
し
た
中
性
脂
肪
で
、
抗
生
物
質
に
使

わ
れ
る
が
、
一
方
で
高
い
毒
性
も
示
す
危
険
な
薬
剤
で
あ
っ
た
。

こ
の
療
養
所
を
担
当
す
る
ド
イ
ツ
人
医
師
が
、
試
験
的
に
五
人
の
患
者
に
投
与

し
た
と
こ
ろ
、
一
人
は
三
回
の
皮
下
注
射
の
後
に
突
然
死
亡
し
、
一
人
は
そ
の
苦
痛

に
耐
え
か
ね
て
脱
走
し
二
度
と
戻
ら
な
か
っ
た
。
残
り
の
患
者
も
注
射
部
位
に
ひ
ど

い
腫
れ
と
痛
み
が
起
き
、「
苦
痛
の
あ
ま
り
、再
投
薬
を
頑
な
に
拒
む
よ
う
に
な
っ
た
」

と
い
う
。
こ
の
医
師
は
当
初
の
皮
下
注
射
に
代
え
て
筋
肉
注
射
を
実
行
し
た
が
、
そ

れ
も
効
果
な
く
た
だ
患
者
の
苦
し
み
を
増
や
す
だ
け
だ
っ
た）
22
（

。

こ
の
よ
う
に
東
ア
フ
リ
カ
の
療
養
所
で
は
、
各
地
で
効
果
の
よ
く
分
か
ら
な
い

薬
剤
を
用
い
た
「
人
体
実
験
」
が
、
ド
イ
ツ
が
植
民
地
を
喪
失
す
る
第
一
次
世
界
大

戦
前
夜
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
療
養
村
」
に
お
い
て
は

患
者
に
対
す
る
「
強
制
力
」
の
行
使
が
極
力
回
避
さ
れ
た
た
め
、
投
薬
の
苦
痛
に
耐

え
き
れ
な
い
患
者
が
次
々
と
療
養
所
を
脱
走
し
た
。
し
か
し
、
現
場
の
医
師
た
ち
は

そ
れ
が
イ
ス
ラ
ム
教
に
洗
脳
さ
れ
た
「
原
住
民
の
忍
耐
力
の
欠
如
」
と
考
え
て
い

た）
23
（

。
ま
さ
に
「
患
者
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
掲
げ
て
始
ま
っ
た
「
療
養
村
」
は
、
こ
う
し

た
「
植
民
地
状
況
」
に
至
っ
て
そ
の
馬
脚
を
露
わ
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

４　

ド
イ
ツ
領
ト
ー
ゴ
植
民
地
・
カ
メ
ル
ー
ン
植
民
地
の
状
況

「
絶
対
隔
離
政
策
」
の
挫
折
と
、
家
族
と
の
接
触
や
一
時
帰
宅
お
よ
び
収
容
所
で

の
営
農
を
認
め
る
「
療
養
村
モ
デ
ル
（「
相
対
隔
離
政
策
」）」
の
導
入
は
、
他
の
ド

イ
ツ
植
民
地
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
。

ト
ー
ゴ
植
民
地
で
は
、
一
九
〇
〇
年
前
後
か
ら
ハ
ン
セ
ン
病
対
策
が
本
格
化
し

た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
ト
ー
ゴ
植
民
地
総
督
府
に
勤
務
す
る
医
師
が
、
内
陸
部
で
行

へ
入
所
す
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
目
指
さ
れ
た
。
い
わ
ば
「
相
対
隔
離
政
策
」
へ

の
転
換
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
以
前
、
植
民
地
行
政
府
に
よ
っ
て
ハ
ン
セ
ン
病
対
策
か

ら
締
め
出
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
団
に
も
、
積
極
的
な
参
加
が
呼
び
か
け
ら
れ

た）
17
（

。
一
九
〇
七
年
ま
で
に
設
置
さ
れ
た
「
療
養
村
」
一
一
ヶ
所
の
う
ち
、
実
に
八
ヶ

所
が
宣
教
団
の
拠
点
近
く
に
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
運
営
は
公
費
で
賄
わ
れ

た
が
、
施
設
の
運
用
や
患
者
の
ケ
ア
は
宣
教
師
が
受
け
持
つ
こ
と
に
な
っ
た）
18
（

。「
療

養
村
」
は
一
九
一
二
年
ま
で
に
植
民
地
全
体
で
四
八
ヶ
所
が
設
置
さ
れ
、
入
所
者
は

三
千
八
百
人
に
の
ぼ
っ
た）
19
（

。

患
者
の
信
頼
を
つ
な
ぎ
止
め
、「
療
養
村
」
の
試
み
を
成
功
さ
せ
る
た
め
は
、
近

代
医
学
が
彼
ら
を
「
治
療
」
で
き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
た
。
し
か
し
す
で
に

指
摘
し
た
よ
う
に
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
特
効
薬
が
開
発
さ
れ
る
の
は
一
九
四
〇

年
代
の
こ
と
で
あ
る
。
現
場
の
医
師
た
ち
は
、
効
き
目
も
分
か
ら
な
い
既
存
薬
を
手

あ
た
り
次
第
患
者
に
投
与
し
、
何
と
か
効
果
の
あ
る
化
学
物
質
を
探
そ
う
と
し
て
い

た
。そ

の
中
で
も
最
も
多
く
投
与
さ
れ
た
の
が
、「
大
風
子
油
」
と
呼
ば
れ
た
「
チ
ャ

ウ
ル
ム
ー
グ
ラ
油
（C

haulm
oograöl

）」
で
あ
る
。
こ
れ
は
植
物
の
種
子
（
大
風
子
）

の
種
皮
を
除
去
し
て
か
ら
圧
搾
し
た
脂
肪
油
で
、人
体
に
筋
肉
注
射
で
投
与
す
る
際
、

そ
の
部
位
が
化
膿
す
る
な
ど
激
し
い
副
作
用
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
。
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
こ
の
薬
剤
は
期
待
さ
れ
た
治
療
成
績
を
収
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た）
20
（

。

宣
教
団
の
診
療
所
で
も
、
医
師
の
資
格
を
持
つ
宣
教
師
が
、
患
者
に
「
ヨ
ー
ド

フ
ォ
ル
ム
（Jodform

）」（
＝
ト
リ
ヨ
ー
ド
メ
タ
ン
。
防
腐
剤
や
消
毒
薬
に
使
用
）

を
注
射
し
た
と
こ
ろ
、
患
者
に
「
と
て
つ
も
な
い
痛
み
を
引
き
起
こ
し
た
」
と
い

う）
21
（

。
結
局
さ
ら
な
る
投
薬
実
験
の
結
果
、
効
果
が
見
ら
れ
な
い
と
し
て
使
用
中
止
に

追
い
込
ま
れ
た
。

バ
ガ
モ
ヨ
の
療
養
所
で
は
、
一
九
〇
七
年
九
月
頃
か
ら
新
薬
「
ナ
ス
チ
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な
っ
た
調
査
だ
っ
た
。
そ
の
医
師
が
二
四
の
集
落
を
訪
れ
、
そ
こ
で
住
民
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
百
人
も
の
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
医
師
は
、

自
分
が
管
轄
す
る
地
域
（
内
陸
部
の
ミ
サ
ホ
ー
ヘ
地
区
）
で
は
、
恐
ら
く
千
人
も
の

患
者
が
い
る
だ
ろ
う
と
警
告
し
た
た
め
、
総
督
府
内
部
で
は
収
容
所
を
設
置
す
る
計

画
が
浮
上
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
収
容
所
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
、
ロ
メ
の
植
民
地
総
督
府
の
意
見

は
容
易
に
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。
医
師
は
「
絶
対
隔
離
政
策
」
を
実
現
す
る
べ
く
、

収
容
所
は
管
理
の
し
や
す
い
ロ
メ
近
郊
の
海
上
島
に
建
設
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し

た
。
そ
の
一
方
で
植
民
地
行
政
官
た
ち
は
、
そ
の
よ
う
な
場
所
は
ト
ー
ゴ
植
民
地
に

は
存
在
せ
ず
、
ま
た
多
数
の
患
者
を
一
括
管
理
す
る
予
算
や
人
員
は
充
当
で
き
な
い

と
し
て
反
対
し
た
。

植
民
地
支
配
を
安
定
化
さ
せ
、
現
地
社
会
の
治
安
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
行

政
官
に
と
っ
て
、
強
制
力
を
伴
う
隔
離
政
策
は
現
地
住
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
ば

か
り
か
、
彼
ら
が
患
者
を
隠
匿
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る）
24
（

。

結
局
、
医
師
と
行
政
官
双
方
の
意
見
を
折
衷
す
る
形
で
、
バ
ギ
ダ
（B

agida / 

B
aguida

）
に
「
療
養
村
」
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
総
督
府
の
あ
る
ロ
メ
に

も
近
く
、か
つ
三
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
お
よ
ぶ
営
農
エ
リ
ア
を
備
え
た
収
容
施
設
は
、

東
ア
フ
リ
カ
と
同
様
に
患
者
を
出
身
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
区
画
さ
れ
た
「
村
落
」
に
収

容
す
る
こ
と
と
し
、
患
者
は
「
故
郷
の
村
（H

eim
atdorf

）」
の
雰
囲
気
を
感
じ
ら

れ
る
と
し
た
。

ま
た
営
農
ス
ペ
ー
ス
に
お
け
る
耕
作
で
、
食
料
は
充
分
に
手
に
入
る
も
の
と
さ

れ
、
余
剰
農
産
物
は
重
症
患
者
に
販
売
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
患
者
に

付
添
人
を
認
め
、
入
所
者
に
は
タ
オ
ル
、
マ
ッ
ト
、
毛
布
や
蚊
帳
な
ど
が
支
給
さ
れ

た
。
労
働
不
能
の
重
症
者
に
は
、
食
料
（
ま
た
は
食
費
）
が
支
給
さ
れ
た）
25
（

。

し
か
し
一
九
〇
六
年
に
運
用
が
始
ま
る
と
、
バ
ギ
ダ
の
収
容
所
も
東
ア
フ
リ
カ

と
同
じ
よ
う
な
問
題
に
直
面
す
る
。
患
者
の
収
容
は
基
本
的
に
現
地
住
民
の
自
己
申

告
に
よ
り
行
な
わ
れ
た
が
、
収
容
所
に
集
め
ら
れ
る
の
は
手
足
の
自
由
が
き
か
な
い

重
症
患
者
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
労
働
可
能
な
軽
症
者
が
、
自
ら
進
ん
で
収
容
所
に
足

を
踏
み
入
れ
る
こ
と
は
決
し
て
な
か
っ
た
。

時
折
、
行
政
府
の
命
令
で
軽
症
患
者
が
移
送
さ
れ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
が
数
日
で

脱
走
し
て
し
ま
う
。
実
際
に
一
九
〇
七
年
三
月
末
の
段
階
で
、
定
員
二
百
名
の
「
療

養
村
」
に
収
容
さ
れ
た
の
は
、
た
っ
た
一
三
人
で
あ
っ
た
。
翌
〇
八
年
に
収
容
者
は

四
〇
名
に
増
え
る
も
の
の
、
一
九
一
〇
年
に
な
る
と
再
び
一
〇
人
台
に
減
少
し
た
。

そ
し
て
ト
ー
ゴ
植
民
地
で
は
こ
の
あ
と
、
医
療
関
係
者
の
関
心
が
天
然
痘
や
眠
り
病

に
向
か
い
、
彼
ら
が
執
筆
し
本
国
へ
提
出
さ
れ
る
医
事
報
告
書
に
は
、
ハ
ン
セ
ン
病

の
名
前
が
ほ
と
ん
ど
出
な
く
な
っ
た
。
東
ア
フ
リ
カ
と
同
様
に
ト
ー
ゴ
で
も
、
収
容

所
で
は
重
症
患
者
に
対
す
る
（
実
験
的
な
）
投
薬
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ド
イ
ツ
の
統
治
下
で
ハ
ン

セ
ン
病
は
ま
さ
に
「
顧
み
ら
れ
な
い
熱
帯
病
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る）
26
（

。

カ
メ
ル
ー
ン
植
民
地
に
お
い
て
ハ
ン
セ
ン
病
対
策
が
始
ま
っ
た
の
は
、
一
九
〇
二

年
に
総
督
府
医
師
ハ
ン
ス
・
ツ
ィ
ー
マ
ン
が
書
い
た
報
告
書
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
カ
メ
ル
ー
ン
で
は
病
気
が
沿
岸
部
か
ら
内
陸
部
に
向
か
っ
て
蔓
延

し
て
お
り
、
早
急
な
対
応
が
必
要
だ
と
い
う
。
そ
こ
で
植
民
地
総
督
府
内
部
で
検
討

し
た
結
果
、
沿
岸
部
最
大
の
経
済
都
市
ド
ゥ
ア
ラ
（D

uala / D
ouala

）、
内
陸
部
ヤ

ウ
ン
デ
（Jaunde / Yaoundé

）、
内
陸
北
部
の
ガ
ル
ア
（G

arua / G
aroua

）
の
三
ヶ

所
に
対
策
の
拠
点
を
つ
く
り
、
全
土
か
ら
患
者
を
集
め
、
集
中
的
に
管
理
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

こ
の
う
ち
ド
ゥ
ア
ラ
で
は
、
一
九
〇
二
〜
〇
三
年
に
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
二
五
名

が
見
つ
か
り
、
直
線
距
離
で
約
一
五
キ
ロ
離
れ
た
マ
ノ
ー
カ
（M

anoka

）
に
隔
離

施
設
を
建
設
し
た
。
こ
の
収
容
所
は
、
ち
ょ
う
ど
岬
の
先
端
に
位
置
し
て
お
り
、
陸
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軍
医
大
尉
で
こ
の
地
域
を
管
轄
す
る
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
、

ハ
ン
セ
ン
病
に
も
大
き
な
関
心
を
寄
せ
、
欧
米
に
お
け
る
最
新
の
医
学
的
知
見
を
熱

心
に
研
究
し
て
い
た
。
彼
は
、
一
九
〇
九
年
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ベ
ル
ゲ
ン
で
開
か
れ
た

「
第
二
回
国
際
ら
い
会
議
」
の
議
論）
30
（

か
ら
、「
ら
い
菌
」
の
感
染
力
が
当
初
恐
れ
ら
れ

て
い
た
ほ
ど
強
く
な
い
と
考
え
て
い
た
。

そ
こ
で
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
、「
相
対
隔
離
」
の
方
針
を
取
り
、
計
画
の
段
階
か

ら
営
農
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
入
所
患
者
の
自
立
を
図
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
内
陸

で
ド
イ
ツ
人
行
政
官
の
数
が
不
足
し
て
い
た
た
め
、
施
設
の
管
理
は
入
所
者
自
身
に

任
せ
た
。
他
方
で
、こ
の
病
気
が
伝
染
性
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、収
容
所
の
周
囲
（
約

二
キ
ロ
）
を
柵
で
囲
ん
だ
。
ま
た
入
所
者
に
は
ナ
ス
チ
ン
が
投
与
さ
れ
、
薬
効
が
検

証
さ
れ
た
。

収
容
所
の
運
営
費
は
年
間
六
千
マ
ル
ク
に
の
ぼ
っ
た
が
、
総
督
府
（
ブ
エ
ア
）

は
そ
の
負
担
を
拒
否
し
た
た
め
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
管
轄
下
に
住
む
住
民
す
べ
て

に
「
ら
い
病
税
（Leprasteuer

）」
を
課
し
て
費
用
を
捻
出
し
た
。
他
の
収
容
所
で

も
「
首
長
」
と
呼
ば
れ
る
現
地
指
導
層
に
金
銭
的
負
担
を
求
め
た
例
は
あ
っ
た
が
、

周
辺
住
民
す
べ
て
に
課
税
す
る
の
は
極
め
て
珍
し
い
。

こ
う
し
た
政
策
に
は
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
あ
る
「
戦
略
」
が
あ
っ
た
。
従
来

収
容
所
の
運
営
費
や
収
容
患
者
の
生
活
費
は
、
そ
の
患
者
が
属
す
る
「
出
身
グ
ル
ー

プ
」
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
で
は
、
各
集
落
が
金
銭
的
な

負
担
を
嫌
っ
て
「
身
内
」
の
患
者
を
隠
匿
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
は

病
気
の
蔓
延
は
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
、
自
ら
が
管
轄
す
る

地
区
す
べ
て
の
住
民
か
ら
税
負
担
を
求
め
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
運
営
方
法
は
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
か
ら
「
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
・
シ
ス
テ
ム
」

と
呼
ば
れ
た）
31
（

。
た
だ
し
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
は
、「
首
長
」
層
だ
け
で
は
な

く
一
般
住
民
と
の
信
頼
関
係
醸
成
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
れ
は
多
分
に
マ
ン
ス
フ
ェ
ル

上
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
極
め
て
困
難
な
位
置
に
あ
っ
た
。
建
設
費
用
は
、
ド
ゥ
ア
ラ

の
現
地
人
指
導
者
（「
首
長
（H

äuptlinge

）」）
た
ち
と
協
議
し
た
結
果
、
彼
ら
が
全

額
（
六
千
マ
ル
ク
）
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ツ
ィ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
現
地

住
民
も
ハ
ン
セ
ン
病
の
脅
威
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
た
と
い
う）
27
（

。

そ
の
後
、
ド
ゥ
ア
ラ
近
郊
で
は
患
者
が
多
数
発
見
さ
れ
た
た
め
、
全
員
を
マ
ノ

ー
カ
に
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
一
九
〇
九
年
、
ド
ゥ
ア
ラ
の

西
方
、
ギ
ニ
ア
湾
に
浮
か
ぶ
モ
ン
ド
レ
島
（Insel M

ondoleh

）
に
新
た
な
収
容
所

が
設
置
さ
れ
た
。
こ
こ
は
離
島
と
い
う
自
然
環
境
を
利
用
し
て
、
患
者
の
完
全
な
隔

離
を
目
指
し
た
が
、
同
時
に
畑
作
や
自
生
す
る
ヤ
シ
の
実
の
収
穫
、
家
畜
の
飼
育
を

通
じ
て
彼
ら
が
自
立
で
き
る
よ
う
計
画
さ
れ
た）
28
（

。

カ
メ
ル
ー
ン
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
実
効
支
配
が
内
陸
地
域
に
も
お
よ
ぶ
と
、
ツ

ィ
ー
マ
ン
の
懸
念
し
た
通
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
が
多
数
見
つ
か
っ
た
。
そ
こ
で

一
九
一
〇
年
末
ま
で
に
、
ヤ
ウ
ン
デ
、
エ
ボ
ロ
ワ
（Ebolow

a

）、
ガ
ル
ア
に
も
収

容
所
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
地
域
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
多
く
、
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
団

の
活
動
が
活
発
で
な
い
上
に
、
ド
イ
ツ
統
治
の
日
が
浅
く
治
安
維
持
に
も
不
安
が
残

っ
た
。
そ
こ
で
行
政
当
局
は
、
こ
れ
ら
三
ヶ
所
に
設
置
さ
れ
る
収
容
所
を
「
開
放
的

な
村
落
」
に
す
る
こ
と
と
し
た
。

入
所
者
の
生
活
コ
ス
ト
は
、
そ
の
人
が
所
属
す
る
住
民
集
団
の
「
首
長
」
が
負

担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
軽
症
患
者
は
キ
ャ
ッ
サ
バ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ピ
ー
ナ

ッ
ツ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
を
栽
培
し
て
、
で
き
る
限
り
自
給
自
足
の
生
活
を
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
配
慮
が
功
を
奏
し
た
の
か
、
当
初
こ
の
三
収
容
所
に

は
、
合
わ
せ
て
二
百
人
近
い
患
者
が
入
所
し
た）
29
（

。

さ
ら
に
内
陸
部
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
領
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
植
民
地
と
の
境
界
に
近
い

オ
シ
デ
ィ
ン
ゲ
（O

ssidinge

。
現
マ
ン
フ
ェ
（M

am
fé

））
に
も
、
患
者
の
増
加
に

よ
り
収
容
所
が
置
か
れ
た
（
一
九
一
〇
年
）。



ゲシヒテ第 13号　92

ト
の
政
治
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
カ
メ
ル
ー
ン
全
土
で
一
般
化
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

そ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、
カ
メ
ル
ー
ン
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
対
策
が
、
現
地
住

民
か
ら
ほ
と
ん
ど
信
頼
を
得
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
事
実
、
最
も
地
理

的
に
隔
絶
さ
れ
た
モ
ン
ド
レ
島
の
施
設
で
さ
え
、
軽
症
患
者
は
地
元
住
民
の
船
を
借

り
て
ま
で
脱
走
し
た
。
他
の
収
容
所
も
患
者
の
度
重
な
る
逃
亡
に
よ
っ
て
、
重
症
患

者
し
か
残
ら
な
い
事
態
に
な
っ
た）
32
（

。
ハ
ン
セ
ン
病
対
策
は
こ
こ
で
も
、
予
算
と
人
員

不
足
に
よ
っ
て
生
じ
る
医
療
政
策
の
ほ
こ
ろ
び
を
突
く
形
で
、
現
地
住
民
は
巧
み
に

植
民
者
た
ち
を
翻
弄
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
５　
「
マ
ー
ジ
ナ
ル
」
な
も
の
の
重
要
性

―
む
す
び
に
か
え
て

本
稿
は
、
ド
イ
ツ
植
民
地
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
対
策
を
例
に
、
現
地
に
お
け

る
「
生
体
管
理
」
の
あ
り
方
を
考
え
て
き
た
。
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
と
っ
て
、

ア
フ
リ
カ
（
ま
た
は
「
熱
帯
世
界
一
般
」）
は
、
そ
の
地
理
、
気
候
、
動
植
物
、
そ

し
て
病
気
、
さ
ら
に
は
そ
こ
に
住
む
人
間
さ
え
も
、
近
代
「
文
明
＝
主
体
」
に
よ
っ

て
支
配
（
克
服
）
さ
れ
る
べ
き
「
自
然
＝
客
体
」
で
あ
っ
た
。「
植
民
地
支
配
」
と
は
、

「
文
明
」
の
足
下
に
あ
ら
ゆ
る
「
自
然
」
を
屈
服
さ
せ
て
ゆ
く
過
程
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
ア
フ
リ
カ
の
現
地
住
民
は
決
し
て
物
言
わ
ぬ
「
受
動
的
存
在
」
で
は

な
い
。
彼
ら
は
支
配
者
の
都
合
に
唯
々
諾
々
と
従
う
「
管
理
さ
れ
る
だ
け
の
身
体
」

で
は
な
い
。
自
ら
意
志
を
持
っ
た
「
生
け
る
身
体
」
で
あ
る
。
支
配
す
る
側
と
さ
れ

る
側
の
こ
の
認
識
の
ズ
レ
こ
そ
が
、
植
民
地
医
療
を
め
ぐ
る
問
題
の
中
心
に
あ
る
。

「
ア
フ
リ
カ
」
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
「
文
明
」
が
考
え
る
ほ
ど
単
純
で
は
な
か

っ
た
。「
文
明
」
の
側
が
、そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
を
置
き
去
り
に
し
て
一
方
的
に
「
療

養
村
」
の
構
想
を
策
定
し
て
も
、
所
詮
そ
れ
は
独
善
的
な
「
ま
が
い
物
」
に
過
ぎ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

重
要
な
こ
と
は
、
こ
う
し
た
植
民
地
医
療
の
「
失
敗
」
の
原
因
が
、
植
民
地
支

配
と
い
う
「
特
殊
状
況
」
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
近
代
医
学
そ
の
も
の
の
営
み
に

あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

我
々
は
往
々
に
し
て
前
者
の
立
場
、す
な
わ
ち
医
療
そ
れ
自
体
は
「
善
」
で
あ
り
、

そ
れ
が
失
敗
に
終
わ
る
の
は
、
実
行
に
移
す
際
の
「
や
り
方
」、
つ
ま
り
当
事
者
に

課
さ
れ
た
物
質
的
、
精
神
的
な
「
制
約
」
に
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
だ
、
と
い
う
前
提

に
立
つ
こ
と
が
多
い
。
植
民
地
医
療
に
お
け
る
非
人
道
性
を
、
い
わ
ば
植
民
地
主
義

の
非
人
道
性
と
同
一
視
す
る
立
場
で
あ
る
。

確
か
に
植
民
地
主
義
が
は
び
こ
っ
て
い
た
百
年
前
の
世
界
よ
り
も
、
そ
れ
を
許

さ
な
い
今
日
の
方
が
「
善
」
の
実
現
可
能
性
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
し
、
医
療
の
技

術
的
進
歩
は
、
過
去
の
制
約
を
除
去
す
る
こ
と
に
役
立
つ
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
う
で

あ
れ
ば
、
人
類
の
歴
史
は
「
善
」
の
増
大
と
い
う
「
大
き
な
物
語
」
に
回
収
さ
れ
て

い
く
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
様
な
主
張
は
、
恐
ら
く
百
年
前
と
現
在
と
の
「
断
絶
」
を
強
調
し
、
自
分

た
ち
は
植
民
地
主
義
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
を
装
う
に
違
い
な
い
。
そ
れ
に
対
す

る
反
論
は
、
有
名
な
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
警
鐘
に
言
及
す
る
だ
け
で
充
分
で

あ
る
。﹇

…
﹈
こ
う
し
た
文
化
発
展
の
最
後
に
現
わ
れ
る
「
末
人
た
ち
」﹇
…
﹈
に
と

っ
て
は
、
次
の
言
葉
が
真
理
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
精
神
の
な
い
専

門
人
、
心
情
の
な
い
享
楽
人
。
こ
の
無
の
も
の
は
、
人
間
性
の
か
つ
て
達
し

た
こ
と
の
な
い
段
階
に
ま
で
す
で
に
登
り
つ
め
た
、
と
自
惚
れ
る
だ
ろ
う
」

と）
33
（

。
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植
民
地
で
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
診
断
す
る
医
師
と
診
察
さ
れ
る
患
者
と
の
「
認

識
の
齟
齬
」、「
身
体
管
理
」
を
め
ぐ
る
「
理
解
の
地
平
」
の
欠
如
は
、
決
し
て
我
々

と
無
関
係
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
、「
公
式
な
植
民
地
支
配
」
が
消
滅
し
た
現

代
の
世
界
に
も
残
る
、
医
療
を
め
ぐ
る
我
々
の
葛
藤
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
近
現
代
史
に
お
い
て
、
植
民
地
の
歴
史
は
た
し
か
に
「
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
」

も
の
だ
っ
た）
34
（

。
そ
れ
は
一
九
世
紀
末
に
よ
う
や
く
開
始
さ
れ
、
そ
し
て
第
一
次
世
界

大
戦
の
敗
北
で
あ
っ
け
な
い
幕
切
れ
を
迎
え
た
。
植
民
地
統
治
の
基
盤
が
弱
い
中
で

な
さ
れ
る
医
療
は
、
予
算
も
人
員
も
貧
弱
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
「
失
敗
の
歴
史
」

だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
そ
う
し
た
ド
イ
ツ
の
植
民
地
支
配
で
す
ら
、
あ
る
い

は
そ
の
中
で
展
開
さ
れ
た
植
民
地
医
療
の
営
み
で
す
ら
、
フ
ー
コ
ー
の
い
う
「
監
獄

の
誕
生）
35
（

」
に
と
っ
て
充
分
す
ぎ
る
養
分
を
供
給
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　

注

（
1
） 

ピ
エ
ー
ル
・
ダ
ル
モ
ン
（
寺
田
光
徳
・
田
川
光
照
訳
）『
人
と
細
菌

―
一
七
〜

二
〇
世
紀
』
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
五
年
。
ポ
ー
ル
・
ド
・
ク
ラ
イ
フ
（
秋
元
寿
恵

夫
訳
）『
微
生
物
の
狩
人
（
上
・
下
）』
岩
波
文
庫
、
一
九
八
〇
年
。

（
2
） 

マ
ラ
リ
ア
や
ト
リ
パ
ノ
ソ
ー
マ
病
（
眠
り
病
）
と
中
間
宿
主
の
関
係
を
扱
っ
た
も

の
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
を
参
照
。
飯
島
渉
『
マ
ラ
リ
ア
と
帝
国

―
植
民
地

医
学
と
東
ア
ジ
ア
の
広
域
秩
序
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
。
磯
部
裕
幸

『
ア
フ
リ
カ
眠
り
病
と
ド
イ
ツ
植
民
地
主
義

―
熱
帯
医
学
に
よ
る
感
染
症
制
圧

の
夢
と
現
実
』
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
八
年
。

（
3
） 

こ
の
問
題
を
帝
国
主
義
や
植
民
地
主
義
の
文
脈
で
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
以
下
を

参
照
。
見
市
雅
俊
・
斎
藤
修
・
脇
村
孝
平
・
飯
島
渉
（
編
）『
疾
病
・
開
発
・
帝

国
医
療

―
ア
ジ
ア
に
お
け
る
病
気
と
医
療
の
歴
史
学
』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
一
年
。

（
4
） T. S. M

iller / J. W
. N

esbitt, W
alking C

orps: Leprosy in Byzantium
 and the 

M
edieval W

est, Ithaca 2014.　

藤
野
豊
（
編
）『
歴
史
の
な
か
の
「
癩
者
」』
ゆ
み

る
出
版
、
一
九
九
六
年
。
尤
も
古
代
・
中
世
に
お
け
る
「
差
別
」
が
、
近
代
に
お

け
る
そ
れ
と
同
じ
意
味
を
持
つ
の
か
に
つ
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て
は
、
さ
ら
な
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究
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必
要
だ
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思
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れ
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。
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は
原
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「
ハ
ン
セ
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記
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。
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。
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史
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日
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史
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〇
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史
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史
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介
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。
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植
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タ
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介
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〇
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薬
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。
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